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った。2011 年 9 月より 2012 年 2 月までの期間、月 2 回の 90 分（18:30～20:00）喫茶店を借りて実
施した。尚、作業療法士もしくはジョブコーチがコーディネーターとして参加した。 
効果測定にあたり，各回の開始前後で気分抑うつスケール（以下 POMS）および，開催より中間


















実施 12 回、述べ 54 名（1 回平均 4.5 名）の参加であった。開催ごとの POMS の結果によると、「緊
張－不安」、「抑うつ－落ち込み」、「怒り－敵意」、「疲労」、「混乱」での項目では低下、「活気」は向上
するなど、ポジティブな反応を示した。（図 2）統計処理には SPSS を用いて Wilcoxon の符号付き順
位検定を実施した結果、ナイトサロン開始直前と直後では「活気」で有意な差が認められた。(P＜
0.05) 
また、実施 7 回目（中間）と 12 回目（最終）においてアンケート調査をおこなった。7 回目のア
ンケート結果（表 1）より、それぞれの質問に対しては 10 段階リカート法をもちいた。実施時間の
適正については 8.8、実施回数の適正 9.4、実施場所の適正 9.2、進行の適正 7.8、生活への役立ち度









8.2、必要性 9、満足度 9、学習度 7.6、
内省度 7.4、他地域での必要度 8.6、1
回の適性人数 6 名、参加費の妥当金
額は 400 円（今回は無料）であった。 
 
図 2 POMS の結果（各回のナイトサロン参加前後の比較） 
 ◇T-A：緊張－不安（Tension-Anxiety） 
 「気がはりつめる」「不安だ」などの 9 項目から構成されています。得点が高い場合、より緊張していることを示します。 
◇D：抑うつ－落込み（Depression-Dejection） 
 「ゆううつだ」などの 15 項目から構成されています。得点が高い場合、より自信を喪失していることを示します。 
◇A-H：怒り－敵意（Anger-Host ility） 
 「怒る」「すぐけんかしたくなる」などの 12 項目から構成されています。得点が高い場合、より怒りを感じていることを示します。 
◇V：活気（Vigor） 
 「生き生きする」などの 8 項目から構成されています。この項目は他の 5 尺度とは異なりポジティブな項目であるため、この得点が
低いと活気が失われていることを示唆しています。 
◇F：疲労（Fatigue） 
 「ぐったりする」などの 7 項目から構成されています。得点が高い場合、より疲労感を感じていることを示します。 
◇C：混乱（Confusion） 









































表 1 アンケート調査結果（中間） 
実施時間 実施回数 実施場所 進行 生活への役立ち度 仕事への役立ち度 必要性
A 6 8 8 8 6 8 8
B 8 9 10 9 9 10 9
C 10 10 8 7 10 10 10
D 10 10 10 5 10 5 10
E 10 10 10 10 10 10 10
平均 8.8 9.4 9.2 7.8 9 8.6 9.4
表 2 アンケート調査結果（最終） 
実施時間 実施回数 実施場所 進行 生活への役立ち度 仕事への役立ち度 必要性 満足度 学習度 内省度 地区開催の必要性 適性人数（名） 参加費(円）
F 7 7 5 7 6 6 6 6 6 6 8 5 300
G 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 5 500
H 10 10 10 10 10 10 10 9 5 5 5 7 500
I 9 8 9 8 5 5 9 7.5 7 6 10 5 200
J 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 8 500
































































































表 3 アンケート調査結果記述（中間及び最終） 
